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研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：言語学・日本語学 

キーワード：日本語史、日本語学史、副助詞、文法変化 
 
１．研究計画の概要 
(1) 本研究は、古代日本語における副助詞
について、その形成の歴史の一端を明らかに
することを目的とする。具体的には大きく２
つの柱を立てる。 
 
(2) １つは、古代語のヨリ類（「より」「ゆ
り」「よ」「ゆ」という４つの語形がある）に
ついて考察し、中古における副助詞の体系が
どのように構築されたかを明らかにするこ
とである。これは文法変化を観察する、日本
語史に属する研究課題である。 
 
(3) もう１つは、そもそも「副助詞」がど
のように捉えられ研究されてきたかを中世
に遡って、現代まで通史的に考察することで
ある。これは研究の視点・方法を検証する、
日本語学史に属する研究課題である。 
 
(4) 上記の２つは関連している。現代語研
究では、「副助詞研究」と競合する「とりた
て研究」という立場があるが、本研究のよう
に副助詞研究の立場に立つことによって可
能となる分析がある。それに基づいてヨリ類
の歴史を描こうとする。 
 
(5) 個別的な対象としてヨリ類を選んでい
るが、この背景には他の副助詞についての本
研究代表者による研究蓄積があり、それを踏
まえて体系的に考察を行う。 
 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) ヨリ類の研究については考察を終えて、
論文を作成中であり、2011 年度中に公刊する

予定である。 
 
(2) 副助詞研究史の研究については、一部
を論文として公刊した（５．代表的な研究成
果〔雑誌論文〕①）。さらに現在も進めてい
る。また、研究過程で得られた副次的な成果
を 2010 年度に口頭発表し（５．代表的な研
究成果〔学会発表〕①）、2011 年度中に公刊
する予定である。また、別の副次的な成果も
得られており、論文を作成している。 
 
(3) その他、まず仮定表現における文法変
化についての研究を行った（５．代表的な研
究成果〔雑誌論文〕②）。この研究を通して、
副助詞の意味が発生するメカニズムや、文法
変化に関する知見を得ることができた。次に
古代日本語の助動詞について研究を行った。
これは文法変化と形態的特徴を体系的に観
察するもので、2011 年度に口頭発表する予定
である。 
 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 

（理由） 
 研究計画に沿って進んでおり、また当初予
想していなかった副次的な研究成果も複数
得られているので、おおむね順調に進展して
いると考える。 
 
 
 
４．今後の研究の推進方策 
(1) 副助詞の個別的な研究をさらに進めた
いと考えている。具体的にはヨリ類の４つの
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語形について、新旧も含めてどのような関係
にあるのかという問題に着手したい。これも
個々の形態を個々に扱うのではなく、副助詞
の体系性を視野に入れて行う。 
 
(2) 副助詞研究史の研究は近世の重要な文
法書の分析を終え、中世から現代に至る副助
詞研究史の系譜を明らかにする研究に着手
しているので、これを完成させたい。 
 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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